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 花園大学（以下本学）において、機関管理を行う科学研究費助成事業をはじめとする学

外公的研究費事業を遂行するにあたり、不正使用を防止するため、「花園大学研究倫理基準」

第 3条第 1項の規定に基づき、不正防止計画を策定します。 

 本学は、不正防止計画に則った研究費等の不正使用防止に資する各種具体的な対策を実

施することで、研究費等の適正な使用の推進に努めます。 

 

１ 不正発生要因の把握 

 本学では、研究費等の不正使用に対して、文部科学大臣決定「研究機関における公的研

究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」及び当該ガイドラインに基づく「体制整

備等自己評価チェックリスト」を踏まえ、研究倫理委員会が中心となり、不正発生要因

を把握する体制を構築します。 

 

２ 研究費等の不正使用防止に資する対策 

 研究者及び事務局双方が共通の認識を持ち、全学的に統一したルールにて公的研究費執

行を取り扱います。このルールとして、「科学研究費助成事業の事務取扱要領」を制定す

ると同時に、当該要領では届かない細部の取扱いについても周知するため、当該要領を

さらに分かりやすく解説したハンドブックを作成し、全学的に周知します。 

 

３ モニタリング活動 

 小規模研究機関である特長を最大限に活かし、現段階では取扱い件数も限られているこ

とから、研究費等の執行状況については事務局が常時把握すると同時に、不正発生要因

を注視します。ここで得られた情報を研究倫理委員会で検証し、不正使用防止に資する

改善案を提案する体制を整備します。 

 また、研究者及び事務局は対等の立場であることを認識の上、対話を重視し、日々の業

務において、双方がチェック機能を果たす体制を構築します。 

また、定期的に不正防止計画の実施状況に対して、効果的な内部監査を実施します。 

 

４ 研究倫理教育の実施 

 本学において公的研究費等の研究事業に従事する研究者（花園大学研究倫理基準第 2 条

第 1項）及び事務職員に対して、研究倫理教育を実施します。 

 

５ 研究成果物の保管 

 研究のために収集または生成した資料、情報、データ等の記録物、研究成果物及び関係

書類一式を一定期間保管し、必要に応じ開示できるよう定め、研究活動に係る証拠書類

の適切な保管に努めます。 

 

６ 不正防止計画の見直し 

 本不正防止計画は、最高管理責任者及び研究倫理委員会が定期的に点検、評価し、より

効果的な研究費等の不正防止活動の実施に向けて見直しを行います。 

 


